
　11 月 1 日、タカヤナギワンダーモール店で、市
職員が 11 月の児童虐待防止推進月間にあわせて
PRキャンペーンを行いました。ティッシュペーパー
やリーフレットを配布し、子どもへの虐待防止を
呼びかけました。
　今年の標語は「189( いちはやく ) ちいさな命に
待ったなし」です。児童虐待は社会全体で解決す
べき問題です。虐待かもと思ったらすぐにお電話
ください。

児童虐待防止
キャンペーン

子どもの未来を守る
　
11
月
6
日
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環

で
、だ
し
の
こ
園
の
園
児
た
ち
が
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
曲
仙
北
広
域

市
町
村
圏
組
合
角
館
消
防
署
田
沢
湖
分
署
が

防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
出
動
し
た
5
歳
児
22
人
の
「
だ
し
の
こ
消
防

隊
」。
だ
し
の
こ
園
か
ら
男
坂
通
り
を
通
過
し
て
ビ
フ
レ

田
沢
湖
店
ま
で
を
拍
子
木
を
鳴
ら
し
な
が
ら
「
火
の
用

心
！
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
！
」
と
元
気
な
声
で
呼

び
か
け
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

　
ビ
フ
レ
田
沢
湖
店
で
は
、
買
い
物
に
き
た
お
客
さ
ん

に
「
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

秋の火災予防運動

園
児
た
ち
が

防
火
パ
レ
ー
ド

火災予防を呼びかける園児たちの元気な声が響きわたりました。

　
11
月
10
日
、
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
現

在
開
催
さ
れ
て
い
る
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫

記
を
訳
し
た
椎
名
其
二
展
」
の
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
講
師
に
愛
知
淑
徳
大
学
の
杉
淵
洋
一
氏

を
迎
え
、「
郷
土
・
秋
田
が
椎
名
其
二
に
果

た
し
た
役
割
」
と
題
し
、
杉
淵
氏
が
椎
名

其
二
の
実
際
に
訪
れ
た
場
所
や
軌
跡
に
つ

い
て
資
料
や
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
解
説
し

ま
し
た
。
講
演
終
了
後
は
、
杉
淵
氏
が
展

覧
ブ
ー
ス
で
質
疑
応
答
や
当
時
の
歴
史
に

つ
い
て
ふ
れ
る
な
ど
、
来
場
者
と
密
に
接

し
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

杉淵氏の説明を熱心に聞く来場者。

　
杉
淵
氏
は
「
仙
北
市
と
い
う
故
郷
を
思

い
な
が
ら
、
外
国
に
1
人
で
一
生
懸
命
生

き
て
い
た
。
成
功
す
る
、
し
な
い
で
は
な

く
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
、
自
分
の

道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
椎
名
其
二
の
こ

と
を
色
ん
な
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
仙
北
市
に
そ
ん
な
偉
大
な
方
が

い
た
ん
だ
と
記
憶
に
残
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
を
訳
し
た
椎
名
其
二
展

杉
淵
洋
一
氏
が
記
念
講
演

ファーブル昆虫記を訳した椎名其二展

会期   令和 2 年 4 月 3日㈮まで
休館日   月曜日（祝日は開館）、

　　　　　 年末（12 月 29 日～ 31 日）
時間   9:00 ～ 16:30

　　　　　 （入館は 16:00 まで）
入館料   一般（高校生以上）300 円

　　　　　 小人（小中学生）150 円
　　　　 　※仙北市民は無料
問合せ   新潮社記念文学館

　　　　　 ☎ 43-3333
講演する杉淵氏。

　

11
月
11
日
、
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
女
子

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
で
来
年
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
代
表
と
し
て

出
場
す
る
佐
藤
彩
乃
選
手
（
秋
田
病
理
組
織

細
胞
診
研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
）
が
秋
田
県
カ

ヌ
ー
協
会
の
渡
部
卓
理
事
長
と
と
も
に
市
役

所
田
沢
湖
庁
舎
を
訪
れ
、
門
脇
市
長
に
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
と
の
出
会
い

　

佐
藤
選
手
は
神
代
小
学
校
４
年
生
の
時
に

母
の
職
場
の
方
の
紹
介
で
田
沢
湖
で
行
わ
れ

た
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
に
参
加
。
そ
こ
で
初
め

て
カ
ヌ
ー
に
乗
り
、
そ
の
楽
し
さ
を
体
験
、

魅
力
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
神
代

中
学
校
で
カ
ヌ
ー
に
打
ち
込
み
、
角
館
高
校

在
学
中
も
書
道
部
に
所
属
し
な
が
ら
カ
ヌ
ー

の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

水
上
か
ら
見
る
景
色
と
楽
し
さ

　

カ
ヌ
ー
に
は
ま
っ
た
理
由
を
「
陸
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
違
っ
た
景
色
を
水
上
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
」と
佐
藤
選
手
。
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
好
き
と
い
う

こ
と
も
あ
り
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

楽
し
さ
が
あ
り
、
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
」

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定
！

佐
藤
彩
乃
選
手
が
抱
負
語
る

2020

門脇市長にオリンピック出場の決定を報告する佐藤選手（右）と秋田県
カヌー協会の渡部理事長（左）。

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
楽
し
さ
が

あ
る
か
ら
こ
こ
ま
で
カ
ヌ
ー
を
続
け
て
く
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
元
の
コ
ー
ス
で
磨
い
た
技
術

　

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
角
館
町
の
大
威
徳

山
の
ふ
も
と
の
玉
川
や
秋
田
わ
か
杉
国
体
が

開
催
さ
れ
た
生
保
内
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
練
習

に
励
ん
で
き
た
佐
藤
選
手
。
現
在
は
、
練
習

の
拠
点
を
海
外
に
置
き
、
１
年
の
う
ち
で
も

日
本
よ
り
海
外
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た
時

は
、
地
元
の
コ
ー
ス
で
練
習
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
そ
ん
な
練
習
環
境
に
つ
い
て
「
日

本
各
地
の
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
と

比
べ
、
い
つ
も
ゲ
ー
ト
が
下

げ
ら
れ
、
水
が
豊
富
に
あ
る

場
所
は
珍
し
い
。
そ
う
い
う

面
で
、
い
つ
も
い
い
練
習
が

で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

目
指
す
理
想
の
形

　

自
身
の
課
題
に
つ
い
て

聞
く
と
、
技
術
面
に
ふ
れ
、

「
ボ
ー
ト
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ

な
い
こ
と
や
ゲ
ー
ト
に
ピ
ッ

タ
リ
入
る
こ
と
、
漕
ぐ
時
に

も
っ
と
力
の
き
い
た
ス
ト

ロ
ー
ク
を
打
て
る
よ
う
に
し

た
い
と
」
答
え
ま
し
た
。
ま

た
「
10
月
に
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
国
際
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー

ム
大
会
で
は
自
分
の
思
う
よ
う
な
戦
い
が
で

き
な
か
っ
た
。
本
番
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

自
分
の
力
を
発
揮
で
き
き
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
頑
張
り
た
い
」
と
本
番
に
向
け
て
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

応
援
を
力
に

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
い
う
最
高
の
舞
台

へ
の
切
符
を
手
に
し
た
佐
藤
選
手
。「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ

れ
ま
で
色
々
な
人
に
恵
ま
れ
た
か
ら
。
皆
さ

ん
か
ら
応
援
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ

り
と
て
も
嬉
し
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ま
し
た
。
最
後
に
「
自
分
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
る
こ
と
で
誰
か
を
勇
気
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
皆
さ
ん
の
応
援

を
励
み
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
ま
で
の
残
り

の
時
間
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
の
世
界
選
手
権
を
終
え
て
そ

の
ま
ま
秋
田
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
佐
藤
選

手
。
秋
田
に
は
２
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
市
役

所
を
訪
れ
た
２
日
後
に
は
、
合
宿
の
た
め
ス

ロ
ベ
ニ
ア
に
渡
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
が
出
場
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
女
子
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
シ
ン
グ
ル
は
、
７
月
29
日
・
30
日
に
東

京
都
の
葛
西
臨
海
公
園
の
隣
接
地
に
新
し
く

整
備
さ
れ
た
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

笑顔で報告する佐藤選手。

店頭で子どもへの虐待防止を呼びかけました。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき栄光

　

10
月
３
日
、
第
57

回
秋
田
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
が
秋
田
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

地
域
の
活
動
に
あ
た

り
功
績
の
あ
っ
た
個

人
や
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
11
月
５
日
、
市
役
所

角
館
庁
舎
に
受
賞
報

告
に
訪
れ
た
武
蔵
野

悠
遊
会
の
熊
谷
勇
一

郎
会
長
は
「
会
員
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
活
性

化
の
た
め
の
一
助
と

な
っ
て
具
体
的
な
活

動
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
か
ら
は
左

記
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉

地域活動に貢献の個人や団体が受賞
第 57 回秋田県老人クラブ大会 全国老連会長表彰 

【100 万人会員増強運動特別賞】
天寿老人クラブ 会長 伊東弘榮

 秋田県知事表彰 
【育成功労者表彰】
武蔵野悠遊会 会長 熊谷勇一郎

【優良老人クラブ表彰】
さくらクラブ 会長 星宮忠清

 秋田県老連会長表彰 
【育成功労者表彰】
門屋老人クラブ 会長 佐藤俊三

【優良老人クラブ表彰】
向陽クラブ 会長 岩城常雄

【育成従事者表彰】
西長野悠々会 会計 千葉正

【活動賞】
高野若駒クラブ 会長 藤原助一

 秋田県老連会員増強運動特別賞 
天寿老人クラブ 会長 伊東弘榮
広久内寿会 会長 髙橋光

右から仙北市老人クラブ連合会の藤原剛会長、髙橋光さん、佐藤俊三さん、伊東弘榮さん、星宮忠清さん、
千葉正さん、門脇喜六さん（岩城常雄さんの代理）、藤原助一さん、熊谷勇一郎さん、門脇市長。

　

10
月
25
日
、
秋
田
市
文
化
会
館

で
第
46
回
秋
田
県
交
通
指
導
隊
大

会
が
開
催
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
交

通
指
導
隊
員
２
人
が
優
良
隊
員
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
観
閲
式
は
、
悪
天
候
が
予

想
さ
れ
た
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
式
典
で
隊
員
全
員
が
交
通

指
導
隊
員
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。表
彰
者
は
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

 

７
年
以
上
勤
続
優
良
隊
員
表
彰 

◆
千
葉
忠
昭
（
田
沢
湖
地
区
）

◆
髙
橋
栄
（
角
館
地
区
）

交通事故防止に貢献
第 46 回秋田県交通指導隊大会

優良隊員として表彰された千葉忠昭さん（左）と髙橋栄さん（右）。

多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
大
澤
博

公
さ
ん
。

　
10
月
17
日
に
盛
岡
市
マ
リ
オ
ス（
盛

岡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
盛
岡
市
民

文
化
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
た
令
和

元
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育
研
究
大

会
で
、
仙
北
市
社
会
教
育
委
員
の
大

澤
博
公
さ
ん
が
東
北
地

区
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
大
澤
さ
ん
は
、
平
成
14

年
（
旧
西
木
村
）
か
ら

社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
の

社
会
活
動
や
社
会
教
育

中
期
計
画
策
定
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

大澤博公さんが受賞
東北地区社会教育委員連絡協議会表彰

社
会
教
育
の
振
興
と
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

駆
け
付
け
訓
練

田
沢
湖
地
区
（
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
）
で
行
わ
れ
た

訓
練
。

　
11
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
「
秋
の
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
仙
北
市
管
内
３
か
所
で

駆
け
付
け
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
火
災
発
生
時
に
消
防

団
員
が
迅
速
に
災
害
現
場
へ
駆
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
春
と
秋
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
気
温
が
低
く
な
る
時
期

は
、
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
象
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

令和元年度  秋田県統計功労者表彰

　
統
計
に
関
し
功
績
の
あ
る
個
人
お
よ
び
団
体

を
表
彰
し
、
統
計
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
も

の
と
し
て
、
11
月
８
日
に
秋
田
県
庁
で
令
和
元

年
度
秋
田
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
年
の
統
計
調
査
に
お
け
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
仙
北
市
か
ら
佐
藤
義
直
さ
ん
（
角
館
町
中

菅
沢
）
が
経
済
産
業
省
所
管
構
造
統
計
調
査
員

と
し
て
経
済
産
業
大
臣
表
彰
、雲
雀
潔
さ
ん
（
角

館
町
薗
田
）、
藤
原
京
子
さ
ん
（
田
沢
湖
神
代
）、

熊
谷
三
郎
さ
ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）
が
各
種
統

計
調
査
員
と
し
て
秋
田
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

長年にわたる功績をたたえて

雲雀  潔 さん 佐藤  義直 さん

　11 月３日、旧角館スキー場跡地で市民グループ森林づく
り活動支援事業として、サクラの苗木の植樹が行われました。
　今年で 11 回目となるこの事業は、㈱花葉館・植栽グルー
プが主催し、ふるさとのシンボル的な森林の再生を目的に、

（公社）秋田県緑化推進委員会の支援や地域の方々の協力で
行われました。
　当日は、地元住民や花葉館の従業員など約 40 人が参加、
用意されたオオヤマザクラ 20 本の苗木をきれいな花が咲
くように心を込めて植樹しました。

みんなで森づくり

サクラの苗木を植樹

参加者は協力して穴を掘り、サクラの苗木を丁寧に植えていました。

　

11
月
４
日
、進
藤
恭
治
さ
ん
（角

館
町
白
岩
）
が
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
が
恭
治
さ
ん
。

百寿
おめでとう

ございます

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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建設工事だより
仙北市新角館庁舎

第2号

▶新庁舎建設工事　１階土間コンクリート工事、１階柱
　　　　　　　　　  鉄筋工事、仮設工事（外部足場組立）
▶地中熱工事　ボアホール設置工事（地下100m まで掘
　　　　　　　 削）、地中熱配管工事

12 月上旬から 1 月までの主な工事予定

発 行 元 ：仙北市企画政策課　☎43-1112
写真提供：（設計監理）株式会社佐藤総合計画 東北オフィス
　　　　  （ 新 庁 舎 ）瀧神・小松・寺沢特定建設工事共同企業体
　　　　  （ 地 中 熱 ）大曲・瀧神・寺沢特定建設工事共同企業体

　日頃、ご近隣の皆さまには工事施工にご理解とご協力
を賜り感謝申し上げます。
　11月の庁舎建設工事は、建物の土台となる基礎工事を
行いました。基礎の骨となる鉄筋組立を行い、コンクリー
トを流しこむための型枠を取り付け、コンクリート工事
を４回に分けて実施しました。現在は基礎を埋戻す作業
を行っています。
　工事はおおむね当初計画どおりに進んでいます。これ
から寒さが厳しくなり冬期間の工事となりますが、寒さ
に負けないよう今月も元気に工事を行いたいと思います。
　安全管理ならびに振動・騒音対策には十分注意して工
事を行っていきます。もしお気づきの点がありましたら、
仙北市企画政策課までご連絡ください。

　ごあいさつ　

　11月15日現在の全景写真です。前回と比べると基礎地
中梁ができ上がっているのが確認できます。

　全景写真　

新庁舎建設工事

地中熱工事

　11月15日現在の庁舎建設工事の様子です。

　工事写真　

【コンクリート工事】
2台のコンクリートポンプ車を使って基礎地中梁のコン
クリート工事をしています。基礎は全４回コンクリート
工事を行いますが、写真は１回目の様子です。

【鉄筋型枠工事】
基礎地中梁の鉄筋を組み立て、型枠を取り付けています。
これでコンクリート工事の準備は完了です。

　地中熱とは、地表から地下200ｍの深さまでの地中に
ある熱のことをいいます。深さ 10ｍより深い所の地中温
度は、季節に関わらずほぼ安定していて、夏は外気より冷
たく、冬は外気より暖かい性質をもっています。新角館庁
舎建設地での地下100ｍ付近の地中温度は通年で 14.7℃
となっています。この安定した熱エネルギーを地中から取
り出し、冷暖房や融雪などに効率よく利用することを「地
中熱利用」といいます。利用方法は五つに分類されますが、
新角館庁舎ではヒートポンプシステムと水循環の二つの
方法で熱エネルギーを利用します。
　地中熱を利用することで節電・省エネによる CO₂削減、
燃料の削減が可能となり環境への負荷低減につながりま
す。
　地中熱を利用している施設は広く普及していて、全国
で 7,748件もあります。「SDGs（持続可能な開発目標）」を
掲げている仙北市では、この地中熱を新庁舎に利用し環
境対策へ取り組みます。

　地中熱とは？　

～輝くとき栄光

　

こ
の
度
、
角

館
小
学
校
が

「
全
県
花
だ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
」

の
学
校
の
部
で
特
別
優
秀
賞
（
秋
田
県

教
育
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

２
年
連
続
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

２
年
間
県
の
モ
デ
ル
花
だ
ん
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

角
館
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
秋
田
県

南
地
域
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
が
主
催
す
る
「
人
権
の
花
運
動
」

の
花
苗
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権

の
お
話
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
命
、

花
の
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
４・
５
年
生
が
す
く
す
く
育
っ

て
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に
サ
ル
ビ
ア
の

花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
校

内
は
技
術
員
さ
ん
が
管
理
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
育
て
た
花
々
で
き
れ
い
に
彩
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
教
育
長
に
報
告
に
訪
れ

た
村
岡
す
み
れ
さ
ん
は
、「
人
か
ら
ど
う

い
う
ふ
う
に
き
れ
い
に
見
え
る
の
か
、

誰
か
ら
も
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
心

を
こ
め
て
植
え
た
」
と
、
佐
藤
羽
夏
さ

ん
は
「
人
権
が
大
切
な
こ
と
だ
と
あ
ま

角
館
小
学
校
が
特
別
優
秀
賞

第
55
回
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

左
か
ら
技
術
員
の
明
平
徹
也
さ
ん
、
浦
山
英
一
郎
校
長
、

佐
藤
羽
夏
さ
ん
（
４
年
）、
村
岡
す
み
れ
さ
ん
（
５
年
）、

熊
谷
教
育
長
。

り
知
ら
な
か
っ
た
。
人
権
の
お
話
を
聞
い

て
人
権
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
花
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
技
術

員
の
明
平
徹
也
さ
ん
は
「
今
後
は
夏
花
だ

ん
の
ほ
か
に
も
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の

春
花
だ
ん
に
も
力
を
入
れ
、
花
と
子
ど
も

た
ち
の
接
点
を
増
や
し
て
自
分
に
身
近
な

花
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
先
月
、
大
分
県
別
府
市
を
訪
ね
ま
し
た
。
温

泉
ア
カ
デ
ミ
ア（
温
泉
研
究
会
）で
の
事
例
発

表
が
目
的
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
別
府
は
温

泉
の
街
で
、
大
分
県
は〝
お
ん
せ
ん
県
〟と
言

う
異
名
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
あ
る
温
泉
街
だ
か

ら
こ
そ
見
え
て
き
た
課
題
、
そ
し
て
挑
戦
す
る

姿
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
温
泉
ア
カ
デ
ミ
ア
は
、
複
数
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
市
民
と
市
外
か
ら
の
参
加
者
が
一
緒
に

議
論
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
で
す
。
例
え
ば

タ
ト
ゥ
ー（
入
れ
墨
）文
化
の
あ
る
外
国
か
ら
の

お
客
さ
ま
も
含
め
、
入
浴
を
規
制
す
る
の
か
ど

う
か
、
例
え
ば
温
泉
の
効
能
を
医
学
的
な
検
証

で
証
明
す
る
方
法
論
、
例
え
ば
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン（
仕
事
＋
休
暇
）を
別
府
の
街
な
か
で
行
う

化
学
反
応
な
ど
な
ど
…
。
で
も
明
確
な
答
え
の

よ
う
な
も
の
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
問
題

意
識
だ
っ
た
り
可
能
性
だ
っ
た
り
を
感
じ
た
参

加
者
が
、
次
に
何
か
始
め
よ
う
と
す
る
温
床
に

な
る
と
か
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
合

い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
欧
米
で
地
域
の
問
題
解

決
に
活
用
さ
れ
て
き
た
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
似
て
い
ま
す
。
私
も
以
前
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
幾
つ
も
市
民
会

議
を
立
ち
上
げ
て
課
題
解
決
に
向
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
別
府
の
そ
れ
は
全
く

違
い
、
市
民（
ま
た
は
部
外
者
）が
主
体
の
自

由
な
議
論
の
場
で
し
た
。
市
役
所
が
お
膳
立
て

し
た
官
製
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
完
全
に
別
物
で

す
。
ど
う
し
た
ら
別
府
の
よ
う
に
な
れ
る
の
で

し
ょ
う
、
研
究
が
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
私
は
、
15
年
前
も
別
府
を
訪
ね
て

い
ま
す
。
市
内
に
あ
る
太
陽
の
家
の
視
察
が
目

的
で
し
た
。
太
陽
の
家
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
父
と
言
わ
れ
た
中
村
裕
博
士
が
創

設
し
た
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
企
業
誘
致
で
障

が
い
者
雇
用
を
進
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
地

区
一
帯
を
生
活
圏
と
す
る
長
い
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。
国
は
太
陽
の
家
の
実
践
と
成
果
を
参

考
に
、
障
が
い
者
自
立
支
援
法
を
制
定
し
た
と

聞
き
ま
す
。
そ
の
太
陽
の
家
の
今
を
知
り
た
い

と
考
え
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会
場
に
向
か
う
朝
、

フ
ラ
ッ
と
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
突
然
の
訪

問
で
し
た
が
、
宮
原
実
乃
事
務
局
長
に
丁
寧
な

対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
や
っ
と

今
に
な
り
、〝
保
護
よ
り
機
会
を
〟を
提
唱
し
た

太
陽
の
家
に
、
時
代
の
理
解
が
追
い
つ
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
嬉

し
い
答
え
で
し
た
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
別
府
の
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ
』

まちづくり
市長の

日　記
No.162

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

7 広報せんぼく 6Semboku  City  Public  Relations2019-12-1


